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１年目 ２年目 ３年目 ４年目
卒論・修論ピーク群
超勤のルールを取り決め、
関係者全員に周知することで改善しはじめた
まとめ
背景 実験スケジュールが複雑化し、超勤が常態化していた。
方法 超勤のルールを明確に取り決めた。
結果 関係者全員の意識が変わり、超勤削減に繋がった。
２０１８年１月１０日（水）技術室業務報告会 遠心載荷実験室における超過勤務削減のための取り組み 18
ご清聴ありがとうございました
